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酪
農
・
畜
産
情
勢
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

及
び
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
等
国
際
貿

易
交
渉
に
よ
り
農
畜
産
物
の
輸
入

自
由
化
へ
の
動
き
は
加
速
し
て
お

り
ま
す
。
労
働
力
不
足
や
後
継
者

問
題
、
農
協
改
革
に
よ
る
影
響
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
等
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

生
乳
生
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
10
月
以
降
は
生
産
量
も
回
復

基
調
と
な
り
ま
し
た
が
、
９
月
の

台
風
18
号
の
被
害
に
よ
り
今
後
の

生
乳
生
産
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

　

酪
農
・
畜
産
経
営
の
確
立
と
生

産
基
盤
の
強
化
へ
向
け
「
労
働
」

「
環
境
」「
経
済
」
を
意
識
し
た

農
業
生
産
活
動
が
今
後
更
に
必
要

と
な
っ
て
参
り
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
か
れ
ま
し
て
も
組

合
員
の
皆
様
方
が
家
族
・
社
員
総

意
の
も
と
、
目
標
達
成
に
向
け
将

来
展
望
・
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
た
っ

た
責
任
あ
る
計
画
の
遂
行
を
ご
期

待
致
し
ま
す
。

～将来展望・経営ビジョンにたった責任ある計画の遂行を!! ～
１月１５日から１月末にかけ、４地区で平成３０年度営農計画樹立協議を実施

平成30年度 営農計画樹立協議 終了する

本　所 音別支所

幌呂支所

（単位： t %）

1

生 乳 生 産 の 集 計
平成29年実績
（クミカン年度） 戸数 平成30年計画

（クミカン年度） 戸数 対比 29年度見込み
（４～３月）

30年度見込み
（４～３月） 対比

鶴居 35,102.2 39.0 36,520.3 38 104.0% 35,417.5 37,023.1 104.5%
幌呂 26,384.9 32.0 26,153.4 32 99.1% 26,270.7 25,999.3 99.0%
白糠 20,313.4 44.0 20,836.8 43 102.6% 20,204.4 21,070.3 104.3%
音別 16,920.6 26.0 17,385.2 23 102.7% 16,875.4 17,586.1 104.2%

ＪＡ計 98,721.2 141.0 100,895.7 136 102.2% 98,768.0 101,678.8 102.9%

飼 養 頭 数 の 集 計
経産牛頭数 育成牛頭数 乳用牛頭数 馬 和牛

鶴居
30年度期首 4,147 3,108 7,255 1 159
29年度期首 4,017 3,032 7,049 1 151
差 130 76 206 0 8

幌呂
30年度期首 3,051 2,299 5,350 19 165
29年度期首 3,116 2,248 5,364 16 145
差 △ 65 51 △ 14 3 20

白糠
30年度期首 2,572 1,810 4,382 37 145
29年度期首 2,611 1,864 4,475 32 144
差 △ 39 △ 54 △ 93 5 1

音別
30年度期首 2,015 1,490 3,505 24 129
29年度期首 2,233 1,604 3,837 15 196
差 △ 218 △ 114 △ 332 9 △ 67

合計
30年度期首 11,785 8,707 20,492 81 598
29年度期首 11,977 8,748 20,725 64 636
差 △ 192 △ 41 △ 233 17 △ 38



根釧牛乳をＰＲする對木賢雅部長（左）と
松下雅幸副部長

釧路空港での実習生受入式
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２
月
３
、
４
日
、
釧
路
市
観
光
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
で「
く
し
ろ
冬
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
釧
路
地
区
農
協
青
年
部

協
議
会
は
、
根
釧
牛
乳
の
無
料
試
飲
及

び
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
對
木
賢
雅
部
長

は
、「
ア
メ
リ
カ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
復
帰
の
可

能
性
を
示
唆
す
る
な
ど
先
行
き
不
透
明

な
酪
農
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
達

が
出
来
る
事
、
高
品
質
な
生
乳
生
産
を

継
続
し
、
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
た
い
。」
と
述
べ
、
来
場
者
か

ら
も
「
お
い
し
い
・
飲
み
や
す
い
」
と

大
変
好
評
で
し
た
。

消費者とのふれあいを大切に「根釧牛乳」ＰＲ

日本獣医生命科学大学 学外実習受入
　

２
月
14
〜
23
日
、
日
本
獣
医
生

命
科
学
大
学
の
２
年
生
13
名
が
来

所
し
、
各
農
場
で
10
日
間
に
わ
た

り
実
習
に
入
り
ま
し
た
。
受
入
農

場
の
皆
様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
各
農
場
で
の
実
習

体
験
の
感
想
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
月
号
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

農 業 の 国 際 競 争 力 の 強 化 が 急 務
２
月
２
日
、
中
標
津
町
で
根
釧
合
同
Ｊ
Ａ
役

員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
各
関
係
団
体
等
か

ら
約
２
５
０
名
（
当
Ｊ
Ａ
か
ら
16
名
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

前
林
野
庁
長
官
の
今
井 

敏
氏
が
「
今
後

の
農
政
の
展
開
方
向
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

講
演
し
、
国
内
外
の
農
産
物
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

変
化
を
視
野
に
、
農
林
水
産
業
の
国
際
競
争

力
の
強
化
が
急
務
と
強
調
し
ま
し
た
。　

　

長
野
県
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
前
専
務

で
、
社
会
福
祉
法
人
・
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
の

髙
山
拓
郎
代
表
は
女
性
参
画
に
対
す
る
姿

勢
、Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
等
に
つ
い
て
講
演
し
、

大
変
意
義
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。



平成29年度
ＪＡくしろ丹頂 役員道外視察研修報告 ②

平成29年11月21 ～ 24日の日程で実施した福島県・栃木県への役員道外視察研
修の報告２回目です。

◆
11
月
23
日
（
木
）

【
視
察
先
３
】
全
酪
連
酪
農
技
術

研
究
所
（
若
齢
預
託
矢
吹
牧
場
）

（
福
島
県
西
白
河
郡
矢
吹
町
）

●
酪
農
技
術
研
究
所
の
概
要

　

こ
こ
は
、
昭
和
49
年
に
酪
農
研

修
所
と
し
て
開
設
し
た
。
元
来
こ

こ
の
施
設
は
、
福
島
県
の
酪
農
講

習
所
と
し
て
昭
和
22
年
に
開
所

し
、
人
工
授
精
を
中
心
に
行
わ
れ

て
き
た
施
設
で
あ
る
。
そ
の
後
、

閉
所
し
た
の
で
全
酪
連
が
引
き
継

い
だ
。
昭
和
46
年
に
、
茨
城
県
結

城
市
に
技
術
研
究
所
の
付
属
開
発

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
昭
和
58
年

に
は
、
技
術
研
究
所
付
属
開
発
セ

ン
タ
ー
を
こ
こ
に
移
転
し
一
本
化

し
た
。

　

今
回
、
視
察
の
若
齢
預
託
牧
場

は
、
昨
年
の
４
月
に
完
成
し
１
年

半
が
経
過
し
た
。
追
い
込
み
式
の

預
託
育
成
牛
舎
、
導
入
時
受
入
れ

の
哺
育
牛
舎
ペ
ン
、
自
動
哺
乳
機

の
哺
育
牛
舎
①
、
②
、
③
の
５
つ

の
施
設
で
運
営
し
て
い
る
。
既
設

の
牛
舎
は
９
牛
舎
あ
り
、
哺
育
育

成
か
ら
搾
乳
の
試
験
ま
で
、
試
験

対
象
牛
を
全
て
飼
養
管
理
し
て
い

る
。
周
辺
に
８
９
４
ａ
の
自
給
飼

料
圃
場
を
配
置
し
、
デ
ン
ト
コ
ー

ン
サ
イ
レ
ー
ジ
、
イ
タ
リ
ア
ン

ロ
ー
ル
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
を

作
っ
て
い
る
。
自
給
飼
料
普
及
の

取
り
組
み
で
、
１
日
１
頭
当
た
り

30
㎏
を
給
与
、
以
前
は
18
㎏
で

あ
っ
た
。

　

糞
尿
は
、
基
本
的
に
圃
場
還
元

で
、
固
液
分
離
の
関
係
で
ス
ラ

リ
ー
は
散
布
、
固
体
は
堆
肥
化
し

半
分
は
敷
料
と
し
て
お
り
、
処
理

は
ぎ
り
ぎ
り
間
に
合
っ
て
い
る
。

牛
群
の
構
成
は
今
日
現
在
、
４
０

４
頭
を
飼
養
。
若
齢
預
託
３
２
５

頭
、
内
哺
育
牛
１
７
４
頭
、
育
成

牛
１
５
１
頭
。
月
間
60
頭
を
基
本

と
し
、
４
か
月
齢
ま
で
預
か
り
２

４
０
頭
が
基
本
ベ
ー
ス
と
な
る

が
、
分
娩
の
変
動
に
よ
り
60
頭
牛

舎
に
80
頭
入
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
て
い
る
。
試
験
牛
は
、
経
産
牛

39
頭
、
内
搾
乳
牛
30
頭
、
哺
育
育

成
牛
34
頭
で
全
て
自
家
産
で
あ

る
。
フ
ィ
ス
テ
ル
装
着
牛
が
３
頭

で
、
ル
ー
メ
ン
第
１
胃
に
穴
を
あ

け
蓋
を
し
て
飼
料
等
の
分
解
性
に

関
す
る
試
験
も
実
施
。

　

従
業
員
は
26
名
で
、研
修
職（
獣

医
を
含
む
）
７
名
、
現
場
で
飼
養

管
理
担
当
16
名
、
事
務
１
名
、
管

理
２
名
。
若
齢
預
託
は
基
本
的
に

２
〜
３
名
体
制
で
作
業
を
実
施
。

こ
こ
は
教
育
研
修
の
場
も
兼
ね
備

え
て
お
り
、
全
酪
連
の
新
入
職
員

の
う
ち
８
名
が
１
年
間
実
際
に
牛

の
管
理
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

●
全
酪
連 

若
齢
預
託
矢
吹
牧
場

研修風景
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熊
本
県
に
も
同
様
に
熊
本
牧
場

が
あ
る
。
代
用
乳
（
カ
ー
フ
ト
ッ

プ
Ｅ
Ｘ
）
を
使
用
し
、〝
強
化
〞
哺

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
管
理
し
て
い
る
。

（
哺
育
試
験
の
概
況
）

　

供
試
牛
は
、
自
家
産
の
雌
牛
で

試
験
方
法
は
、
哺
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
み
を
変
更
す
る
。
生
ま
れ
た
順

番
に
ラ
ン
ダ
ム
に
〝
強
化
〞
哺
育

と
標
準
哺
育
に
振
り
分
け
す
る
。

離
乳
後
の
飼
養
管
理
は
、
ス
タ
ー

タ
ー
、
育
成
飼
料
、
乾
草
、
全
て

同
じ
飼
料
を
給
与
。〝
強
化
〞
哺

育
と
標
準
哺
育
と
も
同
じ
牛
房
で

初
産
分
娩
ま
で
管
理
す
る
。

　

搾
乳
牛
の
飼
養
管
理
は
、〝
強

化
〞
哺
育
・
標
準
哺
育
と
も
同
じ

飼
養
管
理
を
実
施
。「〝
強
化
〞
哺

育
」
と
は
、
子
牛
が
本
来
も
っ
て

い
る
発
育
能
力
を
フ
ル
に
発
揮
さ

せ
る
飼
料
給
与
体
系
。
１
．
過
肥

に
陥
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
保
育
期

か
ら
の
フ
レ
ー
ム
サ
イ
ズ
の
発

育
・
発
達
を
加
速
さ
せ
る
。
２
．

初
産
分
娩
時
期
の
早
期
化
。
３
．

正
常
な
免
疫
機
能
の
維
持
。
４
．

初
産
乳
期
乳
量
を
高
め
る
可
能
性

が
あ
る
事
、
以
上
を
実
現
す
る
飼

養
管
理
で
あ
る
。

●
全
酪
連 

若
齢
預
託
事
業

　

集
畜
体
制
で
生
産
者
と
の
連
絡

は
、
全
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
使
用
。
集
畜

は
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
の
午
前

中
の
２
回
実
施
し
、
車
輌
は
１
ｔ

車
と
２
ｔ
車
の
２
台
。
範
囲
は
１

０
０
㎞
圏
内
、
高
速
道
路
を
使
用

す
る
と
２
０
０
㎞
圏
内
ま
で
可
能

で
、
生
後
３
日
齢
か
ら
６
日
齢
の

子
牛
を
原
則
無
条
件
で
集
畜
す

る
。
現
在
、
預
託
さ
れ
て
い
る
牛

の
ほ
と
ん
ど
が
、
栃
木
県
中
心
の

牛
で
一
部
茨
城
県
、
群
馬
県
の
牛

も
集
畜
し
て
い
る
。
な
お
、
福
島

県
内
の
牛
は
福
島
県
酪
農
協
が
近

く
の
石
川
町
に
、
自
前
の
哺
育
セ

ン
タ
ー
を
有
し
預
託
さ
れ
る
。

　

導
入
時
の
管
理
は
、
蹄
の
消
毒
、

毛
刈
り
、
体
側
（
体
重
・
体
高
・

胸
囲
）、血
液
検
査
（
蛋
白
質
濃
度・

γ

－

グ
ロ
ブ
リ
ン
濃
度
（
＝
初
乳

を
し
っ
か
り
飲
ん
で
い
る
か
））、

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
検
査
、
鼻
腔
ス
ワ

ブ
検
査
を
実
施
。
集
団
感
染
を
回

避
す
る
た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
を
投

与
。
ま
た
、
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
に
お

け
る
群
管
理
も
同
様
で
あ
る
。
北

海
道
の
預
託
必
須
条
件
と
し
て
、

ワ
ク
チ
ン
（
カ
ー
フ
ウ
ィ
ン
６
の

生
ワ
ク
チ
ン
）
を
投
与
し
、
更
に

呼
吸
器
疾
患
の
予
防
の
た
め
煙
霧

消
毒
も
実
施
。
初
産
牛
か
ら
生
ま

れ
た
子
牛
の
導
入
時
の
体
重
は
、

経
産
牛
か
ら
生
ま
れ
た
子
牛
よ
り

体
重
が
軽
い
。
ま
た
、
血
液
検
査

の
血
清
中
総
蛋
白
質
濃
度
お
よ
び

γ

－

グ
ロ
ブ
リ
ン
濃
度
も
同
様
に

低
い
の
で
、
小
さ
な
子
牛
に
対
す

る
諸
対
策
は
十
分
に
講
じ
て
い
る
。

　

免
疫
移
行
不
全
に
対
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
１
．
施
設
洗
浄
の

徹
底
（
多
種
多
様
な
細
菌
を
減
ら

す
。）、
導
入
ペ
ン
は
毎
回
洗
浄
、

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
も
高
温
高
圧

洗
浄
し
消
毒
石
灰
乳
塗
布
す
る
。

２
．
高
蛋
白
代
用
乳
の
給
与

（
ＣＰ
：
28
％
）、
酪
農
学
園
大
学
の

小
岩
先
生
の
試
験
結
果
で
、
胸
腺

ス
コ
ア
３
（
太
い
）
だ
と
免
疫
力

が
ア
ッ
プ
す
る
。
３
．
預
託
農
家

施設の外観

哺育育成試験結果

哺育プログラム “強化”
哺育

標準
哺育

P値 “強化”－標準
の差

頭数 36 42

初産分娩月齢
（ヶ月） 22.5 22.6 0.415 ︲0.1

初産分娩時体重
（㎏） 591 575 0.029 16

305日実（期待）乳量
（㎏） 9,521 8,865 0.099 656
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へ
の
情
報
提
供
（
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
）、
若
齢
預
託
子
牛
野
帳
を
配

布
す
る
。

　

導
入
ペ
ン
に
一
頭
ず
つ
子
牛
を

入
れ
、
接
触
し
な
い
様
に
管
理
し

て
い
る
。
バ
ケ
ツ
哺
乳
を
朝
夕
２

回
（
1.5
ℓ
×
２
）
与
え
る
。
高
さ

は
75
㎝
で
、
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
乳

首
の
高
さ
に
合
わ
せ
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
用
に
訓
練
さ
せ
て
い
る
。（
左

写
真
赤
丸
バ
ケ
ツ
部
分
）
哺
乳
ロ

ボ
ッ
ト
に
移
動
す
る
子
牛
は
、
１

回
1.5
ℓ
を
息
継
ぎ
す
る
こ
と
な
く

飲
め
る
こ
と
。
出
来
な
け
れ
ば
、

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
で
撹
拌
し
た
ミ
ル

ク
を
飲
む
こ
と
が
出
来
な
い
た
め

で
あ
る
。
毎
日
一
回
、
子
牛
の
健

康
状
態
を
把
握
、
便
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
尻
尾
や
尻
等
を
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
す
る
。
こ
の
方
法
は

哺
育
試
験
で
常
に
実
施
さ
れ
て
お

り
、
子
牛
の
異
常
の
早
期
発
見
に

繋
が
っ
て
い
る
。

　

哺
乳
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
導
入

時
と
離
乳
時
に
体
測
を
実
施
し
、

離
乳
時
（
生
後
56
日
齢
）
で
２
倍

の
体
重
を
目
指
し
、
導
入
後
60
日

間
を
哺
乳
期
間
と
し
て
い
る
。
ス

タ
ー
タ
ー
は
飽
食
を
基
本
と
し
、

育
成
Ｔ
Ｍ
Ｒ
は
少
量
を
給
与
。
育

成
牛
舎
で
も
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
給
与
で
、

牛
群
の
均
一
し
た
発
育
を
目
指

す
。
将
来
は
サ
イ
レ
ー
ジ
を
混
合

し
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ
給
与
で
、
北
海
道
の

預
託
農
場
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行

を
目
指
す
。

　

育
成
牛
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
設
計
は
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ロ
ウ
ス
シ
ス
テ
ム

に
基
づ
い
て
発
育
指
針
を
設
定
。

生
後
３
日
齢
か
ら
６
日
齢
ま
で
に

導
入
し
た
、
若
齢
預
託
牛
の
全
体

平
均
日
増
体
８
８
０
ｇ
の
栄
養
設

計
を
目
標
と
す
る
。
デ
ー
タ
で
は

７
０
０
ｇ
以
下
や
１
㎏
以
上
の
牛

も
い
る
が
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛

舎
の
牛
は
大
型
化
し
、
つ
な
ぎ
牛

舎
の
牛
は
小
さ
め
の
牛
と
な
っ
て

い
る
。
大
型
の
牛
は
よ
り
多
く
食

べ
、
小
型
の
牛
は
そ
れ
な
り
に
発

育
す
る
様
に
食
べ
る
。
そ
う
す
る

と
同
じ
月
齢
で
は
同
じ
濃
度
で
食

べ
る
の
で
、
体
型
の
差
は
カ
バ
ー

出
来
る
と
思
わ
れ
る
。

◆
11
月
24
日
（
金
）

【
視
察
先
４
】
全
酪
連
那
須
青
木

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー　
（
栃
木
県
那

須
塩
原
市
）

●
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
概
要

　

生
産
能
力
は
、
月
１
、
５
０
０

ｔ
。
施
設
の
特
徴
は
高
低
差
を
利

用
し
た
、
①
作
業
単
純
化
及
び
脱

電
力
化
を
図
る
。（
施
設
内
高
低

差
２
．９
ｍ
）、②
ラ
イ
ン
設
備「
ゼ

ロ
化
」
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
箇

所
の
削
減
を
図
る
。
③
ミ
キ
サ
ー

搬
出
時
間
の
短
縮
に
よ
る
製
造
能

力
の
最
大
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

（
仕
切
り
に
よ
る
４
製
品
連
続
製

造
が
可
能
）、
④
リ
フ
ト
や
ト
ラ

ク
タ
ー
を
動
力
と
し
た
作
業
の
単

純
化
を
図
る
。（
プ
ロ
の
作
業
員

は
不
要
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て

い
る
。）、
⑤
ラ
ッ
ピ
ン
グ
包
装
に

職員手作りのペンと訓練用バケツ

牛舎内

高低差を利用
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よ
る
保
管
リ
ス
ク
の
低
減
（
製
品

の
３
割
が
バ
ラ
で
７
割
が
ラ
ッ
プ

製
品
。
水
漏
れ
や
カ
ビ
防
止
で
保

管
場
所
は
野
外
。）

　

製
品
の
特
徴
は
、
①
縦
型
ツ
イ

ン
オ
ー
ガ
に
よ
り
短
時
間
で
均
一

に
混
合
す
る
。
②
短
時
間
混
合
に

よ
り
飼
料
の
物
性
を
維
持
す
る
。

（
製
品
の
排
出
時
間
の
短
縮
）、
③

オ
ー
ガ
ナ
イ
フ
を
追
加
し
粗
飼
料

物
性
を
維
持
す
る
。（
当
初
14
本

の
ナ
イ
フ
が
標
準
装
備
さ
れ
、
６

本
を
追
加
し
20
本
で
稼
働
。）、
④

ラ
ッ
ピ
ン
グ
包
装
に
よ
る
輸
送
保

管
時
の
分
離
を
低
減
（
県
外
や
長

距
離
輸
送
に
対
応
。）、
品
質
の
安

定
化
を
図
る
。（
腐
敗
等
の
防
止
）、

⑤
今
後
の
課
題
と
し
て
、
地
域
で

生
産
さ
れ
た
自
給
飼
料
の
利
用

（
デ
ン
ト
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
、

ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ

等
。）、
⑥
ビ
ー
ル
粕
等
の
食
品
副

産
物
を
利
用
し
た
。（
こ
こ
は
ほ

こ
り
が
物
凄
く
、苦
慮
し
て
い
た
。

従
業
員
の
健
康
等
も
考
慮
し
、

ビ
ー
ル
粕
を
10
％
程
混
ぜ
て
ほ
こ

り
対
策
を
講
じ
た
。
そ
の
結
果
、

ほ
こ
り
の
抑
制
と
嗜
好
性
の
向
上

で
成
果
を
上
げ
た
。）
10
月
現
在

の
出
荷
状
況
で
、
出
荷
量
は
１
、

０
８
０
ｔ
（
内
バ
ラ
２
９
１
ｔ
を

６
戸
に
配
送
）。
銘
柄
数
は
29
銘

柄
（
内
個
人
銘
柄
20
）。
出
荷
戸

数
は
県
内
が
70
戸
、
県
外
で
２
県

（
宮
城
県
、
神
奈
川
県
）
で
あ
る
。

　

北
海
道
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
と

は
タ
イ
プ
が
違
う
。
栃
木
県
の
Ｔ

Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
は
20
年
位

で
、
宇
都
宮
方
面
に
あ
る
Ｔ
Ｍ
Ｒ

は
完
全
ド
ラ
イ
で
、
自
給
飼
料
や

ビ
ー
ル
粕
等
を
全
く
使
用
し
な
い

Ｔ
Ｍ
Ｒ
で
あ
る
。

　

栃
木
県
内
で
は
商
系
も
含
め
、

７
〜
８
カ
所
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
が

あ
る
が
、
差
別
化
を
図
る
た
め
完

全
ド
ラ
イ
を
始
め
た
。
試
験
的
に

ビ
ー
ル
粕
を
入
れ
て
少
々
違
っ
た

毛
色
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
作
ろ
う
と
努
力

し
実
験
を
重
ね
た
結
果
、
出
来
た

製
品
は
農
家
の
受
け
が
良
か
っ

た
。（
ほ
こ
り
対
策
も
含
め
て
）

　

脱
電
力
化
の
た
め
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
ー
等
の
施
設
が
無
い
。
ミ
キ

サ
ー
か
ら
２
分
程
で
出
さ
れ
、

ラ
ッ
プ
は
別
作
業
方
式
な
の
で
他

の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
と
は
違
い
、

よ
り
効
率
的
に
製
造
す
る
た
め
に

作
ら
れ
て
い
る
。

　

製
品
の
流
通
は
、
こ
の
場
で
の

置
き
場
渡
し
で
あ
る
。
酪
農
組
合

が
自
分
達
で
運
送
業
者
を
手
配

し
、
こ
こ
ま
で
取
り
に
来
て
運
ん

で
貰
う
。
運
賃
は
酪
農
組
合
が
直

接
運
送
業
者
に
支
払
う
。
運
ぶ
距

離
が
遠
く
て
も
近
く
て
も
、
昔
か

ら
の
慣
習
で
一
律
運
賃
で
あ
る
。

　

こ
こ
は
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
だ

が
、
配
合
飼
料
の
工
場
と
し
て
も

認
め
ら
れ
て
お
り
、
ビ
ー
ル
粕
の

水
分
を
除
い
た
92
％
と
乾
草
を
含

め
た
全
て
が
、
安
定
基
金
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
。人
手
不
足
の
中
、

省
力
化
を
子
牛
を
預
託
す
る
育
成

の
部
分
と
エ
サ
の
部
分
、
後
は
畑

の
部
分
で
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
３

つ
が
焦
点
と
な
り
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
が
上
手
く
活
用
さ
れ
軌
道
に

乗
っ
た
。

　

今
の
若
い
農
家
の
人
達
は
ラ
イ

ン
等
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
拡
散
に
よ
り
、
Ｔ

Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
等
の
営
業
推
進
活

動
を
行
わ
な
く
て
も
宣
伝
効
果
が

絶
大
で
あ
る
。
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の

飼
料
設
計
は
担
当
職
員
５
名
全
員

が
、
飼
料
設
計
ソ
フ
ト
を
使
っ
て

設
計
し
て
お
り
、
見
直
し
も
都
度

行
っ
て
い
る
。そ
の
設
計
デ
ー
タ
は
、

組
合
の
指
導
課
や
購
買
推
進
担
当

者
に
も
渡
し
共
有
し
て
い
る
。

〈
報
告
者　

金
融
共
済
部
長

石
動　

稔
〉

ラップ後、屋外での保管状況
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分
娩
は
、
親
牛
に
と
っ
て
は
そ
の

乳
期
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
出
生
仔

牛
に
と
っ
て
も
一
生
涯
の
ス
タ
ー
ト

で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
分
娩
後
60
日
以

内
の
淘
汰
や
仔
牛
の
死
産
は
、
決
し

て
少
な
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ら
を
減
ら
す
た
め

の
分
娩
時
の
施
設
や
管
理
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う
。

１　

分
娩
時
に
望
ま
し
い
施
設

①
十
分
な
広
さ
が
あ
る

　

仔
牛
の
摘
出
場
所
の
確
保
や
牛
同

士
の
競
合
関
係
の
軽
減
の
た
め
、
十

分
な
広
さ
（
15
㎡
／
頭
）
を
確
保
し

ま
し
ょ
う
（
写
真
１
）。

②
寝
起
き
が
し
や
す
い

　

分
娩
直
前
は
胎
児
の
体
位
を
整
え

る
の
に
、
頻
繁
に
寝
起
き
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
寝
起
き
の
動
作
を
妨
げ

な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
し
っ
か
り
と
蹄
を
か
け
る
た
め
の

床
面
、
特
に
冬
期
間
は
床
面
が
凍
結

し
や
す
い
の
で
、
凸
凹
が
無
く
、
滑

り
に
く
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

牛
床
マ
ッ
ト
を
敷
き
逆
子
が
減
っ
た

と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

・
繋
留
す
る
場
合
は
、
チ
ェ
ー
ン
を

長
め
に
と
っ
て
寝
起
き
を
妨
げ
ず
、

ゆ
っ
た
り
と
寝
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
（
写
真
２
）。

③
衛
生
的
で
あ
る

　

仔
牛
は
免
疫
を
持
た
ず
に
生
ま
れ

て
く
る
た
め
、
出
生
場
所
を
衛
生
的

に
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
床
面
へ
の
消
石
灰
の
散
布

・
20
㎝
程
の
厚
さ
の
敷
き
わ
ら
を
入

れ
乾
い
た
環
境
を
つ
く
る

・
尿
溝
は
一
時
的
に
蓋
を
す
る

・
除
ふ
ん
や
敷
料
の
投
入
が
容
易
に

行
え
る
作
業
性
の
確
保

④
観
察
が
容
易
に
行
え
る

　

難
産
、
逆
子
な
ど
、
分
娩
進
行
中

に
気
付
け
る
と
防
げ
る
死
産
も
あ
り

ま
す
。

　

分
娩
に
立
ち
会
え
る
よ
う
日
常
の

作
業
動
線
の
中
に
分
娩
場
所
を
設
け

た
り
、
最
近
は
分
娩
監
視
カ
メ
ラ
や

分
娩
徴
候
を
発
信
す
る
機
器
を
導
入

す
る
農
場
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

夜
間
の
観
察
に
つ
い
て
は
、
農
場

内
で
役
割
分
担
を
し
ま
し
ょ
う
。

２　

分
娩
房
へ
の
移
動
タ
イ
ミ
ン
グ

　

最
近
の
研
究
で
は
、
分
娩
予
定
日

の
９
〜
２
日
前
ま
で
の
移
動
は
分
娩

後
の
調
子
が
悪
く
な
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
期
を
外
し

た
移
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
急
激
な
飼
養
環
境
の
変
化

も
ス
ト
レ
ス
と
な
り
ま
す
。
分
娩
10

日
程
前
か
ら
予
め
環
境
に
慣
ら
す
か
、

分
娩
徴
候
が
見
ら
れ
た
ら
、
同
じ
群

内
の
分
娩
ス
ペ
ー
ス
に
移
動
さ
せ
、

ま
せ
ん
棒
な
ど
で
仕
切
っ
て
分
娩
さ

せ
る
こ
と
等
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

分
娩
時
の
施
設
整
備
と
適
切
な
管

理
に
よ
り
、
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
ょ
う
。

写真１　十分な広さが確保された分娩施設

写真２　寝起きしやすく、スペースも確保されている。
　　　　水槽の数も多い。

〈
事
例
〉 

乾
乳
後
期
群
の
中
に
出
入
り
自

由
な
目
隠
し
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
分
娩
時

に
は
自
ら
そ
こ
を
選
び
分
娩
を
迎
え
る
飼

養
方
法
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
移
動
や
環

境
変
化
の
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

写真３　 乾乳後期群に設置されたブラインド
式の分娩房

7

分
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ょ
う
！
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本
日
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
北
海
道
大
学
農
学
部
の

小
林
と
申
し
ま
す
。
昨
年

に
引
き
続
き
非
常
に
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
「
新

規
担
い
手
倍
増
」
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
様
に
自
己
紹
介
も
兼
ね
ま
し
て
一
言

ず
つ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
紹
介
を
受

け
ま
し
た
宮
下
で
ご
ざ

い
ま
す
。
私
は
農
業
改
良

普
及
員
と
し
て
40
年
間

勤
務
後
、
道
の
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
、
現
在
は
栗
山

町
農
業
振
興
公
社
で
新
規
就
農
者
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

し
て
お
り
ま
す
。
販
売
農
家
戸
数
が
４
万
戸
足
ら
ず
に

ま
で
減
っ
て
し
ま
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
意
義
と
い
う
も
の
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

株
式
会
社
ノ
ー
ス
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
近
江

正
隆
と
申
し
ま
す
。
私

は
東
京
都
に
生
ま
れ
ま

し
て
、
19
歳
の
時
単
身

で
北
海
道
に
移
住
し
ま
し
た
。
現
在
十
勝
地
域
で
約
４

０
０
戸
の
農
家
さ
ん
と
都
会
の
高
校
生
を
受
け
入
れ
る

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
や
、
道
の
青
年
部
さ
ん
の
お
手
伝

い
、
そ
し
て
地
域
・
教
育
行
政
の
方
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
と
学
校
が
繋
が
る
様
々
な
お
仕
事
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
を
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
紹
介
頂
き
ま
し
た

齊
藤
で
す
。
私
は
北
海

道
農
協
青
年
部
協
議
会

で
平
成
26
、
27
年
度
の

２
年
間
会
長
を
務
め
ま

し
た
。
今
日
、
組
合
員
は
僕
一
人
な
の
で
、
そ
の
点
か

ら
お
話
も
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
の
中

瀬
で
す
。
今
日
は
我
が

農
協
の
事
例
発
表
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
、
地
域
の
担
い
手
に
つ
い
て
助

言
を
頂
き
な
が
ら
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
強
化
に

繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
本
日
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

の
石
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
は
皆
さ
ん
と
新
規

担
い
手
倍
増
と
い
う
目

標
に
向
か
っ
て
色
々
と

共
有
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

小
林
准
教
授　

で
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

前
半
は
後
継
者
支
援
に
つ
い
て
、
議
論
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
皆
様
に
は
、
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
の

事
例
を
聞
い
た
感
想
、
さ
ら
に
は
ご
自
分
の
活
動
と
絡

め
て
一
言
ず
つ
ご
発
言
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

～
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～

テ
ー
マ
「
協
同
の
力
で
実
現
す
る
新
規
担
い
手
倍
増
に
向
け
て
」

「
協
同
の
力
で
実
現
す
る
新
規
担
い
手
倍
増
に
向

け
て
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

内
容
を
連
載
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

宮
下　

道
男 

氏

栗
山
町
農
業
振
興
公
社　
　

就
農
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

齊
藤　

和
弘 

氏

北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会

顧
問

石
田　

健
一 

氏

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会　

参
事

小
林　

国
之 

氏

北
海
道
大
学　

准
教
授

近
江　

正
隆 

氏

株
式
会
社
ノ
ー
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

中
瀬　
　

満 

氏

Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ　

参
事　

（
事
例
発
表
者
）
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宮
下
氏　

ま
ず
組
合
員
全
戸

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
そ

れ
を
７
つ
の
地
域
別
の
課
題

に
整
理
さ
れ
、
地
域
の
組
合

員
が
課
題
に
対
し
て
自
ら
担

い
手
育
成
の
た
め
の
地
域
活

性
化
基
金
を
積
み
立
て
た
と

こ
ろ
が
他
と
違
う
や
り
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
ど
も
の
栗
山
町
農
業
振
興
公
社
で
は
、
青
年
部
や

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
を
終
え
た
方
を
対
象
に
、
将

来
の
Ｊ
Ａ
幹
部
に
な
っ
て
頂
く
べ
く
未
来
塾
と
い
っ
た

塾
を
開
き
、
ま
た
女
性
部
で
は
、
従
来
の
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
を
発
展
的
に
改
称
し
、
女
性
塾
と
し
て
活
動
も

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
が
将
来
の
担
い
手
づ

く
り
に
結
び
付
く
と
思
い
ま
す
。

小
林
准
教
授　

栗
山
は
農
業
振
興
公
社
で
、
経
営
者
育

成
や
フ
レ
ミ
ズ
の
方
を
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
っ
て

い
ま
す
ね
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
地
域
別
に
落
と
し
込
み
、
課
題

を
見
つ
け
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
地
域
の
課
題
で
す
と
示

す
け
ね
べ
つ
の
や
り
方
は
、
大
変
な
面
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
。

中
瀬
参
事　

事
務
局
で
勝

手
に
、
50
歳
で
後
継
者
が
い

な
い
方
は
10
年
後
に
休
農

す
る
と
仮
定
し
た
ら
、
一
部

の
組
合
員
の
方
か
ら
お
叱

り
を
受
け
た
り
は
し
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
地
域
の
土
地
の
将
来
は
地
域
で
考
え
て

頂
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
地
区
別
に
歩
い
て
何
と

か
説
明
を
し
ま
し
た
。

近
江
代
表　

後
継
者
対
策

は
、
い
る
人
が
跡
を
継
ぐ

の
が
前
提
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
「
こ
の
家
に
生

ま
れ
た
の
だ
か
ら
継
ぎ
な

さ
い
」
と
い
う
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
の
時
か
ら
、

親
の
仕
事
を
見
て
、
後
を
継
ぎ
た
い
、
農
業
が
好
き
、

地
域
に
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
そ
れ
は
家
庭
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
先
生
が

学
校
で
「
お
前
の
父
さ
ん
す
ご
い
仕
事
し
て
る
な
」
と

か
、
そ
の
地
域
の
魅
力
を
喋
る
と
、
子
ど
も
た
ち
も
当

た
り
前
と
思
っ
て
い
た
親
の
営
み
か
ら
農
業
の
魅
力
を

感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
何
よ
り
の
後
継
者
対
策
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

小
林
准
教
授　

齊
藤
さ
ん
は
ま
さ
に
後
継
者
で
す
が
、

今
の
お
話
も
含
め
て
一
言
頂
け
ま
す
か
。

齊
藤
顧
問　

一
歩
踏
み
込
ん

で
、
地
域
を
残
す
た
め
の
会

議
体
を
作
ら
れ
た
と
い
う
Ｊ

Ａ
け
ね
べ
つ
さ
ん
の
取
り
組

み
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い

も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

後
継
者
支
援
の
話
で
は
、
今
年
、
私
の
家
で
も
地
元

の
小
学
校
の
先
生
を
招
い
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
学
校
に
行
く
と
、
教
頭
先
生
が
う
ち
の

子
た
ち
に
「
お
前
の
父
さ
ん
す
げ
え
な
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
最
初
は
食
育
の
延
長
線
上
だ
っ
た
農
村
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
は
、
進
め
る
う
ち
に
地
域
と
の
繋
が
り
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
と
い
う
面
に
重
き
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
受
け
入
れ
た
先
生
か
ら

子
ど
も
た
ち
に
地
域
や
農
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て

も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
仕
事
を
や
り
た
い
と
思

え
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

小
林
准
教
授　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
は
担
い
手
の
育
成
に

も
繋
が
る
部
分
が
あ
る
よ
う
で
す
ね
。
次
に
石
田
参
事

に
伺
い
た
い
の
で
す
が
、
な
ぜ
こ
の
「
新
規
担
い
手
倍

増
」
の
目
標
を
掲
げ
た
の
か
、
そ
こ
に
込
め
た
想
い
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

石
田
参
事　

道
庁
の
調
査
で
は
、
現
在
北
海
道
で
は
、

１
年
間
で
後
継
者
と
な
る

方
あ
る
い
は
新
規
就
農
さ

れ
る
方
が
６
０
０
人
程
い

ま
す
。
１
人
の
担
い
手
が
40

年
間
働
け
る
と
仮
定
す
る

と
、
現
在
の
４
万
戸
の
担
い
手
を
維
持
す
る
に
は
現
状

の
２
倍
近
く
と
な
る
年
間
１
０
０
０
人
程
の
新
規
就
農

者
が
必
要
な
の
で
こ
の
目
標
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
31

年
に
は
道
全
体
で
６
８
５
人
の
担
い
手
を
確
保
し
た
い

と
い
う
数
字
で
あ
り
、
目
標
に
届
き
ま
せ
ん
が
、
現
状

よ
り
担
い
手
を
増
や
す
べ
く
、
各
Ｊ
Ａ
で
も
目
標
を
立

て
、
取
組
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　

昨
年
12
月
、
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ち
ょ
リ
ス
」
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に

扮
し
、
札
幌
市
近
郊
の
幼
稚
園
等
８
カ
所
の
ク

リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
野
菜
あ
て
ク
イ
ズ
や
ダ
ン
ス
等
の

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
ち
ょ
リ
ス
か
ら
子

供
達
へ
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
子
供
達
は

ち
ょ
リ
ス
の
ほ
っ
ぺ
を
撫
で
た

り
と
、
自
由
に
触
れ
合
い
、
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン

　

北
海
道
産
小

麦
の
普
及
拡
大

を
目
的
に
、
札
幌
駅
前
通
地
下

歩
行
空
間
の
広
場
で
、「
２
０

１
８
パ
ン
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
道

内
の
人
気
や
評
判
の
パ
ン
屋
16
店
が
出
展
し
、

北
海
道
産
小
麦
を
１
０
０
％
使
用
し
た
パ
ン
の

ほ
か
、
小
豆
や
黒
豆
な
ど
の
道
産
豆
を
使
用
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
豆
パ
ン
な
ど
を
販
売
。
閉
店
以

前
に
売
り
切
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

今
後
も
、
北
海
道
産
小
麦
の
魅
力
や
お
い
し
さ

を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　

Ｊ
Ａ
共
済
の

「
こ
ど
も
共
済
」

が
、「
マ
ザ
ー
ズ
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
大
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。
全
国
の
マ
マ
た
ち
が
「
使
っ
て
み
て

よ
か
っ
た
！
」
と
思
っ
た
企
業
や
商
品
に
投
票

し
、表
彰
す
る
〝
信
頼
と
好
感
で
選
ば
れ
る
賞
〞

で
す
。
マ
マ
た
ち
か
ら
は
「
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

返
戻
率
だ
か
ら
」「
出
産
前
か
ら
加
入
で
き
て

安
心
で
し
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は
、
今
後
も
安
心
と
満

足
を
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
　

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆

様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な

啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま

い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま

す
。
年
３
回
発
行
し
て
お
り
、

様
々
な
医
療
・
健
康
情
報
を

発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ

さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　

北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
と

北
海
道
大
学
農
学
部
に
お
い
て
、

学
生
向
け
授
業
の
一
環
と
し
て
「
北
海
道
農
業

の
概
要
と
、
そ
れ
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

役
割
」
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
、
合
わ
せ
て
３

０
０
名
近
く
の
学
生
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　
「
安
定
供
給
に
は
、
協
同
組
合

の
形
式
が
適
し
て
い
る
」「
Ｊ
Ａ

の
存
在
意
義
を
改
め
て
知
る
こ

と
が
で
き
た
」
な
ど
、
Ｊ
Ａ
の

名
前
し
か
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
学
生
の
皆
さ

ん
に
も
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
果
た
す
役
割
を
理

解
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
農
業
・
Ｊ
Ａ

の
理
解
者
を
増
や
す
「
サ
ポ
ー
タ
ー
５
５
０
万

人
づ
く
り
」
に
向
け
た
情
報
発
信
を
着
実
に
進

め
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に

定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信
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■平成29年度 　生乳生産実績（１月）
月計乳量（kg） １月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,483,655.7 101.1 82,729,067.6 98.2
鶴 居 地 区 3,036,340.7 104.6 29,696,964.1 102.5
幌 呂 地 区 2,257,318.5 99.6 22,009,087.4 97.8
白 糠 地 区 1,737,835.4 99.4 16,930,187.4 97.0
音 別 地 区 1,452,161.1 98.6 14,092,828.7 91.8

管 内 計 45,099,368.2 102.0 442,085,837.1 98.9
（前年度管内計） 44,199,627.6 447,150,303.0

編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

□ 役員道外視察研修報告を２回に分けて掲載させて頂きました。福島県の酪王乳業株
式会社が東日本大震災で放射性物質の問題などを乗り越え、売り上げを徐々に回復
させ現在に至るまでの苦労。大震災で被災酪農家を雇用し県内酪農の復興・支援等
を目指すミネロファーム。全酪連若齢預託牧場での子牛が本来もっている発育能力
をフルに発揮させるための強化哺育の取組み。全酪連那須青木ＴＭＲセンターが上
手に活用されている事例など、自分は実際視察に同行させて頂いたわけではありま
せんが、大変勉強になる研修内容であると強く感じました。

理　事　会　報　告

報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．１２月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．平成２９年度決算見込みについて
６．理事に対する資金の貸付報告について
７．—個人情報保護計画にもとづく実施状況の
監査結果報告について

付議事項　�
議案第１号　営農振興資金の貸付について
議案第２号　融資の承認について　　　　
議案第３号　固定資産の取得について
議案第４号　固定資産の改修について
議案第５号　固定資産の処分（解体）について
議案第６号　諸規程等の一部変更について

その他協議事項　�
１．組合員の農業に係る現況照会について
２．当面の業務日程について

1月定例理事会　平成30年1月31日（水）

大変お世話になりました。

片渕　幸雄
（株）ジェイエーコムズ—（出向）

この度、平成30年１月31日をもちまして、釧路丹頂農業協同組合を定年退
職いたしました。
平成13年５月１日、旧幌呂農協に入組以来、約17年間整備士として仕事に
専念出来ましたのも、組合員の皆様、役職員、関係機関の皆様に支えられて
の事、心から感謝しております。私の持っております技術をいかし、組合員
の皆様と接する事が出来たのが、私の財産となりました。平成から時代が変
わる時が近づいておりますが、後世に私の技術を引き継ぐ事が出来ればと思
っております。
２月からは㈱ジェイエーコムズに勤務致す事になりましたので、今後とも
変わらぬご指導ご鞭撻を賜りたくお願い申し上げます。
末筆ではございますが、釧路丹頂農業協同組合の益々のご発展と、組合員
ならびに役職員の皆様のご健勝とご多幸を心からご祈念申し上げ、お礼の挨
拶とさせていただきます。
長い間お世話になり、ありがとうございました。


